
Oracle® Solaris 11 Expressブート環境の管
理

Part No: 820–7939–11
2010年 11月



Copyright © 2010, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

このソフトウェアおよび関連ドキュメントは、使用および開示に関する制限を含むライセンス契約の下で提供され、知的所有権法によって保護さ
れています。ライセンス契約によって明示的に許可されている場合または法律によって許可されている場合を除き、いかなる形式またはいかなる
手段によっても、いかなる部分も使用、複写、複製、翻訳、放送、修正、ライセンス供与、送信、配布、展示、実演、公開、または表示すること
はできません。相互運用性のために法律で必要とされないかぎり、このソフトウェアのリバースエンジニアリング、逆アセンブリ、または逆コン
パイルは禁止されています。

ここに含まれている情報は通知なしで変更される可能性があり、また誤りがないことを保証するものではありません。誤りを見つけた場合は、書
面で当社に報告してください。

これが、米国政府または米国政府に代わってそれをライセンスしている任意の第三者に提供されるソフトウェアまたは関連するソフトウェアド
キュメントである場合は、次の通知が適用されます。

米国政府の権利:米国政府顧客に提供されるプログラム、ソフトウェア、データベース、および関連ドキュメントと技術データは、該当する連邦
調達規則および機関固有の補則に準拠する「商用コンピュータソフトウェア」または「商用技術データ」です。As such, the use, duplication,
disclosure, modification, and adaptation shall be subject to the restrictions and license terms set forth in the applicable Government contract, and, to the extent
applicable by the terms of the Government contract, the additional rights set forth in FAR 52.227-19, Commercial Computer Software License (December 2007).
Oracle America, Inc., 500 Oracle Parkway, Redwood City, CA 94065.

このソフトウェアもしくはハードウェアは様々な情報管理アプリケーションでの一般的な使用のために開発されたものです。このソフトウェアも
しくはハードウェアは、危険が伴うアプリケーション（人的傷害を発生させる可能性があるアプリケーションを含む）への用途を目的として開
発されていません。このソフトウェアもしくはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用する際、安全に使用するために、適切な安全装
置、バックアップ、冗長性（redundancy）、その他の対策を講じることは使用者の責任となります。このソフトウェアもしくはハードウェアを危
険が伴うアプリケーションで使用したことに起因して損害が発生しても、オラクル社およびその関連会社は一切の責任を負いかねます。

Oracleと JavaはOracle Corporationおよびその関連企業の登録商標です。ほかの名称は、それぞれの所有者の商標である可能性があります。

AMD、Opteron、AMDのロゴ、およびAMD Opteronのロゴは、Advanced Micro Devicesの商標または登録商標です。Intelおよび Intel Xeonは、Intel
Corporationの商標または登録商標です。SPARC商標はすべて、ライセンスの下で使用され、SPARC International, Inc.の商標または登録商標で
す。UNIXは、X/Open Company, Ltd.を通してライセンスされた登録商標です。

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情
報を提供することがあります。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる
保証もいたしません。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あ
るいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。

110302@25097



目次

1 ブート環境の概要 ...............................................................................................................................5
複数のブート環境を使用する理由 .................................................................................................5
パッケージマネージャーとUpdate ManagerのGUI ..................................................................6
beadmユーティリティーの機能 .......................................................................................................7
beadmユーティリティーの要件 .......................................................................................................8
現在のリリースの制限事項 ..............................................................................................................8

2 beadmユーティリティーの使用 (作業) .........................................................................................11
既存のブート環境とスナップショットの表示 ........................................................................ 12

▼使用しているブート環境、スナップショット、およびデータセットに関する情報
を表示する方法 ......................................................................................................................... 12

ブート環境の作成 ............................................................................................................................ 14
▼ブート環境を作成する方法 ................................................................................................... 14
▼アクティブでないブート環境からブート環境を作成する方法 .................................. 17
ブート環境のスナップショットの作成 ..................................................................................... 17

▼ブート環境のスナップショットの作成方法 ..................................................................... 17
既存のスナップショットの使用 .................................................................................................. 18

▼既存のスナップショットからブート環境を作成する方法 .......................................... 18
デフォルトのブート環境の変更 .................................................................................................. 18

▼既存のブート環境をアクティブにする方法 ..................................................................... 19
アクティブでないブート環境のマウントと更新 ................................................................... 19

▼ブート環境をマウントする方法 ........................................................................................... 19
ブート環境のマウント解除 ................................................................................................... 20

ブート環境の破棄 ............................................................................................................................ 20
▼既存のブート環境を破棄する方法 ...................................................................................... 21
ブート環境のカスタム名の作成 .................................................................................................. 22

▼ブート環境の名前を変更する方法 ...................................................................................... 22

3



3 beadmでのゾーンのサポート .........................................................................................................23
ゾーンのサポートの制限事項 ...................................................................................................... 23
ゾーンのサポートの仕様 ............................................................................................................... 24
ゾーンの命名規則 ............................................................................................................................ 24
追加情報 .............................................................................................................................................. 25

4 付録: beadmリファレンス ................................................................................................................27
beadmコマンドリファレンス ........................................................................................................ 27

目次

Oracle Solaris 11 Expressブート環境の管理 • 2010年 11月4



ブート環境の概要

ブート環境とは、Oracle Solarisオペレーティングシステムのブート可能なイメージ
と、そのイメージにインストールされたほかのアプリケーションソフトウェアを加
えたものです。システム管理者はシステム上に複数のブート環境を維持することが
でき、各ブート環境にそれぞれ異なるソフトウェアバージョンをインストールする
こともできます。

システムにOracle Solarisリリースの初期インストールを行うと、ブート環境が 1つ作
成されます。システムで追加のブート環境を管理するには、beadm(1M)ユーティリ
ティーを使用します。

複数のブート環境を使用する理由
複数のブート環境を使用すると、システム管理者はシステムに対してソフトウェア
の更新を行う前にバックアップ用ブート環境を作成できるため、ソフトウェアの更
新処理のリスクが低下します。必要に応じて、システム管理者はバックアップ用
ブート環境をブートすることができます。

複数のOracle Solarisブート環境を用意し、それらを beadmユーティリティーで管理す
ることは、次のような場合に役立ちます。

■ ブート環境の変更を行う際には、変更作業の任意の段階で、beadm createコマン
ドを使用してその環境のスナップショットを作成できます。「スナップ
ショット」とは、特定の時点でのデータセットまたはブート環境の読み取り専用
イメージです。

各スナップショットには、スナップショットが作成された日時や理由を示すカス
タム名を作成できます。たとえば、ブート環境に月単位のアップグレードを行う
場合は、月単位のアップグレードごとにスナップショットを作成できま
す。beadm list -s コマンドを使用すると、ブート環境のスナップショットを表示
できます。

1第 1 章
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スナップショットはブート可能ではありません。ただし、beadm createコマンド
の -eオプションを使用すると、そのスナップショットに基づいてブート環境を作
成できます。その後、beadm activateコマンドを使用して、次回のリブート時に
はこのブート環境をデフォルトのブート環境にするように指定できます。

■ システム上に複数のブート環境を維持し、必要に応じて各ブート環境にさまざま
な更新を実行することができます。たとえば、beadm createコマンドを使用する
と、ブート環境のクローンを作成できます。「クローン」とは、ブート環境の
ブート可能なコピーです。その後、元のブート環境とそのクローンに対して、異
なるソフトウェアパッケージのインストール、テスト、および更新を行うことが
できます。

一度にアクティブにできるブート環境は 1つだけですが、beadm mountコマンドを
使用すると、アクティブでないブート環境をマウントできます。その後、pkg

install packagenameと -Rオプションを使用して、その環境の特定のパッケージ
を更新できます。

■ アクティブなOracle Solarisブート環境内のパッケージを、パッケージマ
ネージャーツール、Update Managerツール、または pkgコマンドを使用してイン
ストールまたは更新するとき、そのブート環境のクローンが作成される場合があ
ります。クローンが作成される場合、パッケージは元のブート環境ではなくク
ローンの環境内でインストールまたは更新されます。変更が正常に完了する
と、この新しいクローンがアクティブになります。その後、次回のリブート時に
は、このクローンが新しいデフォルトのブート環境になります。元のブート環境
は、代わりの選択肢として x86システム用GRUBメニューまたは SPARCシステム
用ブートメニューに引き続き表示されます。

beadm listコマンドを使用して、システム上のブート環境のリストを表示できま
す。そのリストの中には、変更されていない元のソフトウェアを含んだバック
アップ用ブート環境も含まれています。環境に加えた変更に満足できない場合
は、beadm activateコマンドを使用して、次回のリブート時にはこのバック
アップ用ブート環境をデフォルトのブート環境にするように指定できます。

詳細は、『Oracle Solaris 11 Express Image Packaging Systemガイド』の「イメージと
ブート環境」を参照してください。

パッケージマネージャーとUpdate ManagerのGUI
beadmコマンド、パッケージマネージャー、またはUpdate Managerを使用すること
で、システムのブート環境を管理できます。

パッケージマネージャーとUpdate Managerのグラフィカルユーザーインタフェース
を使用して、インストール先のシステムにパッケージをインストールしたり、シス
テム上のパッケージを更新および管理したりできます。パッケージマネージャーと
Update Managerは、Oracle Solarisオペレーティングシステムのデスクトップのメ
ニューバーから利用できます。デスクトップのメニューバーから「システム」>「管
理」を選択し、「パッケージマネージャー」または「Update Manager」を選択しま
す。

パッケージマネージャーとUpdate ManagerのGUI

Oracle Solaris 11 Expressブート環境の管理 • 2010年 11月6

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=821-1689&id=gkkfi
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=821-1689&id=gkkfi


パッケージマネージャーまたはUpdate Managerを使用してシステム上のパッケージ
をインストールまたは更新すると、アクティブなブート環境のクローンが、そのク
ローンに変更を加えた状態で作成される場合があります。クローンが作成される
と、リブート時にそのクローンがアクティブなブート環境になります。beadm list

コマンドを使用して、システム上のすべてのブート環境のリストを表示できま
す。元のブート環境を再びアクティブにするオプションが用意されています。

パッケージマネージャーとUpdate Managerを使用して、次のようにブート環境を管
理できます。

■ ディスクスペースを利用できるようにするには、古いブート環境と使用されてい
ないブート環境を削除します。

■ システムでデフォルトのブート環境を変更できます。

■ ブート環境を有効化できます。

手順については、パッケージマネージャーおよびUpdate Managerのオンラインヘル
プを参照してください。『Oracle Solaris 11 Express Image Packaging Systemガイド』の
第 2章「IPSのグラフィカルユーザーインタフェース」も参照してください。

ただし、パッケージマネージャーとUpdate Managerは、ブート環境を管理するため
のオプションの全範囲を提供してはいません。これは次の節で説明しますが、beadm

コマンドを使用することで提供されます。

beadmユーティリティーの機能
beadmユーティリティーには、次の機能があります。

■ beadmユーティリティーは、ブート環境に含まれるすべてのデータセットを集約
し、ブート環境全体に対するアクションを一度に実行します。ZFSコマンドを実
行して各データセットを個別に変更する必要はなくなりました。

■ beadmユーティリティーは、ブート環境内部のデータセット構造を管理しま
す。たとえば、beadmユーティリティーが、共有データセットを含むブート環境
を複製すると、それらの共有データセットは新しいブート環境用として自動的に
認識され管理されます。

■ beadmユーティリティーを使用すると、ブート環境に対する管理作業を実行でき
ます。このような管理作業は、システムのアップグレードとは無関係に実行でき
ます。

■ beadmユーティリティーを使用すると、x86システム用GRUBメニューまたは
SPARCシステム用ブートメニューが自動的に管理され更新されます。たとえ
ば、beadmユーティリティーを使用して新しいブート環境を作成すると、その環
境はGRUBメニューまたはブートメニューに自動的に追加されます。

beadmユーティリティーの機能
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beadmユーティリティーを使用すると、次の作業を行うことができます。

■ アクティブなブート環境に基づいた、新しいブート環境の作成
■ アクティブでないブート環境に基づいた、新しいブート環境の作成
■ 既存のブート環境のスナップショットの作成
■ 既存のスナップショットに基づいた、新しいブート環境の作成
■ 新しいブート環境の作成と、x86用GRUBメニューまたは SPARC用ブートメ
ニューへのカスタムタイトルの追加

■ 既存のアクティブでないブート環境のアクティブ化
■ ブート環境のマウント
■ ブート環境のマウント解除
■ ブート環境の破棄
■ ブート環境のスナップショットの破棄
■ 既存のアクティブでないブート環境の名前変更
■ ブート環境のスナップショットとデータセットに関する情報の表示

beadmユーティリティーの要件
Oracle Solaris 11 Expressリリースで、beadmユーティリティーを使用してブート環境を
管理するためには、システムが次の要件を満たしている必要があります。

表 1–1 システム要件

要件 説明

Oracle Solarisオペ
レーティングシステム

Oracle Solarisリリースをシステムにインストールします。手順については、『Oracle Solaris 11
Express入門』の第 3章「Oracle Solaris 11 Expressのインストール」を参照してくださ
い。OpenSolarisオペレーティングシステムをOracle Solaris 11 Expressリリースにアップグ
レードする手順については、『Oracle Solaris 11 Expressご使用にあたって』を参照してくださ
い。

ZFSファイルシステム beadmユーティリティーは、ZFSファイルシステム用に設計されています。

現在のリリースの制限事項
次の制限に注意してください。

■ Oracle Solaris OSのインストールでは、1つのディスク上の 1つのプールがサ
ポートされます。インストール後、ルートプールに別のディスクを接続して別の
プールを設定できます。

■ beadmユーティリティーの実装では、ZFSだけがサポートされます。

beadmユーティリティーの要件
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■ beadmユーティリティーは、beadmユーティリティーによって作成されたブート環
境とスナップショットを管理します。ユーザーが zfs(1M)コマンドを使って手動
でブート環境のデータセットを作成した場合、beadmユーティリティーはブート
環境を認識しますが、このブート環境の管理は未定義である可能性があります。

現在のリリースの制限事項
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beadmユーティリティーの使用 (作業)

beadmユーティリティーを使用して、ブート環境のスナップショットやクローンの作
成と管理を行うことができます。

ブート環境の管理に関連する次の区別に注意してください。

■ 「スナップショット」とは、特定の時点でのデータセットまたはブート環境の読
み取り専用イメージです。スナップショットはブート可能ではありません。

■ 「ブート環境」とは、ブート可能なOracle Solaris環境のことであり、ルート
データセットと、必要に応じてその下にマウントされるほかのデータセットで構
成されます。一度にアクティブにできるのは、1つのブート環境だけです。

■ 「クローン」とは、別のブート環境をコピーすることによって作成したブート環
境です。クローンはブート可能です。

注 –ブート環境のクローンには、元のブート環境のメインルートデータセットの
下にあるすべてのものが階層的に含まれます。共有データセットは、ルート
データセットの下にはなく、複製されません。代わりに、ブート環境は元の共有
データセットにアクセスします。

■ 「データセット」とは、クローン、ファイルシステム、またはスナップショット
などの ZFSエンティティーの総称名です。ブート環境の管理では、「データ
セット」という用語は、厳密には特定のブート環境またはスナップショットの
ファイルシステムの仕様を指しています。

■ 「共有データセット」とは、/exportのように、アクティブなブート環境とアク
ティブでないブート環境の両方において同じマウントポイントを持つユーザー定
義ディレクトリのことです。共有データセットは、各ブート環境のルートデータ
セット領域の外側にあります。

■ ブート環境の「クリティカルデータセット」は、そのブート環境のルートデータ
セット領域に含まれています。

2第 2 章
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注 – beadmユーティリティーを使用するには、システムで root役割を引き受ける必要
があります。

beadmユーティリティーの詳細については、beadm(1M)のマニュアルページを参照し
てください。第 4章「付録: beadmリファレンス」も参照してください。

既存のブート環境とスナップショットの表示
beadmコマンドで作成したすべてのスナップショット、ブート環境、およびデータ
セットは、beadm listサブコマンドを使用して表示できます。

スナップショットとブート環境は、beadmコマンドで作成できます。スナップ
ショットとブート環境は、ほかのユーティリティーでも作成できます。たとえ
ば、pkgコマンドを使用してパッケージをインストールまたは更新するとき
に、ブート環境のクローンが自動的に作成される場合があります。beadm listコマ
ンドの出力には、pkg コマンドで作成されたブート環境も表示されます。

▼ 使用しているブート環境、スナップショット、お
よびデータセットに関する情報を表示する方法

この手順の説明に従って、表示する情報を選択します。

■ 次のリストから、beadm listコマンドのオプションを選択します。

-a –ブート環境に関する利用可能なすべての情報を表示します。このオプ
ションには、従属データセットおよびスナップショットが含まれます。

-d –ブート環境のデータセットに関する情報を表示します。
-s –ブート環境のスナップショットに関する情報を表示します。
-H –表示からヘッダー情報を削除します。このオプションを選択すると、スク
リプトやほかのプログラムの表示をより簡単に解析できるようになります。

■ beadm listコマンドにブート環境名を指定するかどうかを選択することもできま
す。

デフォルトでは、このコマンドにブート環境名を指定しないと、すべてのブート
環境が結果に表示されます。

しかし、beadm listコマンドにブート環境名を指定すると、そのブート環境に関
する情報だけが結果に表示されます。

1
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適切なオプションを指定して beadm listコマンドを入力します。

たとえば、次のように -aオプションを付けて、BE1環境を指定します。
$ beadm list -a BE1

使用可能なブート環境に関して表示された情報を確認します。

ブート環境の仕様を表示する

この例では、次のように -aオプションを付けて、BE2環境を指定します。

$ beadm list -a BE2

結果の例が表示されます。Active列のRが示しているとおり、BE2環境はリブート時
にアクティブになります。

BE/Dataset Active Mountpoint Space Policy Created

---------- ------ ---------- ----- ------ -------

BE2 rpool/ROOT/BE2 R /mnt 89.67M static 2008-09-17 20:17

rpool/ROOT/BE2/var - /mnt/var 0 static 2008-09-17 20:17

BE2には、データセット rpool/ROOT/BE2とデータセット rpool/ROOT/BE2/varの 2つの
データセットが含まれています。Active列の値は次のとおりです。

■ R –リブート時にアクティブになります
■ N –現在アクティブになっています
■ “-” –アクティブではありません

スナップショットの仕様を表示する

この例では、-sオプションを指定します。これにより、現在のイメージに存在する
すべてのスナップショットの情報が表示されます。それらのスナップショットの状
態は、zfs(1M)コマンドで表示されるリストと同じです。

$ beadm list -s test-2

結果の例が表示されます。

BE/Snapshot Space Policy Created

----------- ----- ------ -------

test-2

test-2@2010-04-12-22:29:27 264.02M static 2010-04-12 16:29

test-2@2010-06-02-20:28:51 32.50M static 2010-06-02 14:28

test-2@2010-06-03-16:51:01 16.66M static 2010-06-03 10:51

test-2@2010-07-13-22:01:56 25.93M static 2010-07-13 16:01

test-2@2010-07-21-17:15:15 26.00M static 2010-07-21 11:15

test-2@2010-07-25-19:07:03 13.75M static 2010-07-25 13:07

test-2@2010-07-25-20:33:41 12.32M static 2010-07-25 14:33

test-2@2010-07-25-20:41:23 30.60M static 2010-07-25 14:41

test-2@2010-08-06-15:53:15 8.92M static 2010-08-06 09:53

2

3

例2–1

例2–2
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test-2@2010-08-06-16:00:37 8.92M static 2010-08-06 10:00

test-2@2010-08-09-16:06:11 193.72M static 2010-08-09 10:06

test-2@2010-08-09-20:28:59 102.69M static 2010-08-09 14:28

test-2@install 205.10M static 2010-03-16 19:04

結果の例では、各スナップショットのタイトルに、スナップショットが作成された
日時を示すタイムスタンプが含まれています。

ブート環境の作成
既存のブート環境を変更する場合などで、事前に元のブート環境のバックアップを
作成するには、アクティブなブート環境のクローンである新しいブート環境を beadm

コマンドで作成し、マウントします。このクローンはアクティブではないので、リ
ブート時に代わりの選択肢として x86システム用GRUBメニューまたは SPARCシス
テム用ブートメニューに表示されます。SPARC用ブートメニューは
/rpool/boot/menu.lstにあります。

注 –新しいブート環境を作成するときのプロセスでは、最初に元のブート環境のス
ナップショットが自動的に作成され、次にこのスナップショットに基づいて新しい
クローンが作成されます。新しいスナップショットと新しいクローンはどちらもシ
ステムによって保持されます。

▼ ブート環境を作成する方法

コマンド行で、次のように入力します。
$ beadm create beName

beNameは、新しいブート環境の名前を表す変数です。この新しいブート環境はアク
ティブではありません。

注 – beadm createは、部分的なブート環境を作成しません。このコマンドは完全な
ブート環境を正常に作成するか、失敗するかのどちらかです。

(省略可能)次のように、beadm mountコマンドを使用して新しいブート環境をマウン
トできます。
$ beadm mount beName mountpoint

1

2
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注 –マウントポイントのディレクトリが存在しない場合、beadmユーティリティーは
そのディレクトリを作成してから、そのディレクトリにブート環境をマウントしま
す。

ブート環境がすでにマウントされている場合、beadm mountコマンドは失敗し、新し
く指定した場所にブート環境は再マウントされません。

ブート環境はマウントされますが、アクティブでない状態です。マウント済みのア
クティブでないブート環境をアップグレードできます。

注 –リブートする前にブート環境をマウント解除します。

(省略可能)この新しいブート環境にブートする場合は、次のコマンドを使用して
ブート環境をアクティブにします。
$ beadm activate beName

beNameは、アクティブにするブート環境の名前を表す変数です。

リブート時に、新しくアクティブになったブート環境がデフォルトの選択肢として
x86用GRUBメニューまたは SPARC用ブートメニューに表示されます。

注 – GRUBメニューまたはブートメニューには必ず、最後にアクティブにしたブート
環境がデフォルトとして表示されます。

データセットを含む新しい、複製されたブート環境 (BE2)を作成する

次の例は、新しく作成したブート環境に含まれるデータセットを示しています。

次のコマンドを入力します。

$ beadm create BE2

この例では、元のブート環境は BE1です。新しいブート環境 BE2には、BE1から複
製された個々のデータセットが含まれています。BE1に /varや /optなどの従来の
ファイルシステム用の個々のデータセットが含まれている場合、それらのデータ
セットも複製されます。

rpool/ROOT/BE1

rpool/ROOT/BE1/usr

rpool/ROOT/BE1/var

rpool/ROOT/BE1/opt

rpool/ROOT/BE2

rpool/ROOT/BE2/usr

3

例2–3
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rpool/ROOT/BE2/var

rpool/ROOT/BE2/opt

この例の rpoolは、ストレージプールの名前です。ストレージプールはシステム上に
すでに存在し、初期インストールまたはアップグレードによってあらかじめ設定さ
れています。ROOTは、同様に初期インストールまたはアップグレードによってあ
らかじめ作成された特殊なデータセットです。ROOTは、ブート環境のルートで使
用するために排他的に予約されています。

共有データセットを持つ新しいブート環境を作成する

次の例は、共有データセットを持つ、新しく作成したブート環境を示しています。

「共有データセット」とは、/exportのように、アクティブなブート環境とアク
ティブでないブート環境の両方において同じマウントポイントを持つユーザー定義
ディレクトリのことです。共有データセットは、各ブート環境のルートデータ
セット領域の外側にあります。

次のコマンドを入力します。

$ beadm create BE2

ブート環境が複製されるときに、共有データセット rpool/exportおよび
rpool/export/homeは複製されません。共有データセットは rpool/ROOT/<BE>データ
セットの外側にあり、複製されたブート環境によって元の場所で参照されます。

元のブート環境 BE1とデータセットは次のとおりです。

rpool/ROOT/BE1

rpool/ROOT/BE1/usr

rpool/ROOT/BE1/var

rpool/ROOT/BE1/opt

rpool/export

rpool/export/home

複製されたブート環境 BE2には新しいルートデータセットが作成されています
が、元の共有データセット rpool/exportおよび rpool/export/homeは変更されていま
せん。

rpool/ROOT/BE2

rpool/ROOT/BE2/usr

rpool/ROOT/BE2/var

rpool/ROOT/BE2/opt

rpool/export

rpool/export/home

例2–4
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▼ アクティブでないブート環境からブート環境を作
成する方法
デフォルトでは、新しいブート環境はアクティブなブート環境から作成されま
す。しかし、beadm createコマンドを使用すれば、既存のアクティブでないブート
環境に基づいている新しいブート環境を作成できます。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

既存のアクティブでないブート環境から新しいアクティブでないブート環境を作成
するには、次のコマンドを入力します。
$ beadm create -e non-activeBeName beName

non-activeBeNameは、このコマンドによって複製される既存のアクティブでない BE
を表す変数です。

beNameは、新しい BE名を表す変数です。

デフォルトでは、新しいブート環境はアクティブではありません。

ブート環境のスナップショットの作成
自分の参照用として、既存のブート環境のスナップショットを手動で作成できま
す。このスナップショットは、特定の時点でのデータセットまたはブート環境の読
み取り専用イメージです。スナップショットには、スナップショットの作成日時や
内容を示すカスタム名を作成できます。

▼ ブート環境のスナップショットの作成方法
次のコマンドを使用してスナップショットを作成します。
$ beadm create BEname@snapshotdescription

変数 BEname@snapshotdescriptionをスナップショットのカスタム名で置き換えま
す。カスタム名には BEname@snapshotdescriptionの形式を使用する必要がありま
す。この場合、BEnameはスナップショットの作成対象となる既存のブート環境の名
前です。カスタムの snapshotdescriptionを入力して、スナップショットの日付または
目的を特定します。

スナップショット名の例を次に示します。

■ BE1@0312200.12:15pm

■ BE2@backup

■ BE1@march132008

1

2

●
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注 – beadm createコマンドを使用してスナップショットにカスタムのタイトルを割り
当てる場合を除き、スナップショットのタイトルには、スナップショットが作成さ
れた日時を示すタイムスタンプが自動的に挿入されます。

既存のスナップショットの使用
ブート環境のスナップショットはブート可能ではありません。ただし、既存のス
ナップショットから新しいブート環境を作成することができます。その後、この新
しいブート環境をアクティブにしてブートできます。

▼ 既存のスナップショットからブート環境を作成す
る方法

次のコマンドを使用して、スナップショットから新しいブート環境を作成します。
$ beadm create -e BEname@snapshotdescription beName

変数 BEname@snapshotdescriptionを既存のスナップショットの名前で置き換えま
す。前の作業で説明したように、スナップショット名には
BEname@snapshotdescriptionの形式を使用します。この場合、BEnameは既存のブート
環境の名前であり、snapshotdescriptionは既存のブート環境から作成された特定のス
ナップショットの説明です。

変数 BEnameを新しいブート環境のカスタム名で置き換えます。

次の例を参照してください。

$ beadm create -e BE1@now BE2

このコマンドでは、BE1@nowという既存のスナップショットから、BE2という新し
いブート環境を作成します。次の手順を使用して、このブート環境をアクティブに
することができます。

デフォルトのブート環境の変更
アクティブでないブート環境をアクティブなブート環境に変更することができま
す。一度にアクティブにできるのは、1つのブート環境だけです。新しくアクティブ
にしたブート環境が、リブート時にデフォルトの環境になります。

●

既存のスナップショットの使用
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▼ 既存のブート環境をアクティブにする方法

次のコマンドを使用して、既存のアクティブでないブート環境をアクティブにしま
す。
$ beadm activate beName

beNameは、アクティブにするブート環境の名前を表す変数です。

次のような仕様があります。

■ beadm activate beNameは、ブート可能なプールプロパティー bootfsを、アク
ティブにするブート環境のROOTデータセットの値に設定することによ
り、ブート環境をアクティブにします。

■ beadm activateは、新しくアクティブにしたブート環境を menu.lstファイルにデ
フォルトとして設定します。

注 –ブート環境が作成されると、それがアクティブかアクティブでないかに関係
なく、x86用GRUBメニューまたは SPARC用ブートメニュー上にそのブート環境
用のエントリが作成されます。デフォルトのブート環境は、最後にアクティブに
したブート環境になります。

再起動します。

これで、新しくアクティブにしたブート環境が x86用GRUBメニューまたは SPARC
用ブートメニューのデフォルトの環境になります。

注 –ブート環境がブートに失敗した場合は、GRUBメニューまたはブートメニューか
ら以前のブート環境をリブートして選択します。

アクティブでないブート環境のマウントと更新
既存のアクティブでないブート環境上のパッケージを更新する場合は、その環境を
マウントし、必要に応じてそのパッケージを更新することができます。

▼ ブート環境をマウントする方法

次のように、beadm mountコマンドを使用してブート環境をマウントできます。
$ beadm mount beName mountpoint

1

2

1
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注 –マウントポイントのディレクトリが存在しない場合、beadmユーティリティーは
そのディレクトリを作成してから、そのディレクトリにブート環境をマウントしま
す。

ブート環境がすでにマウントされている場合、beadm mountコマンドは失敗し、新し
く指定した場所にブート環境は再マウントされません。

ブート環境はマウントされますが、アクティブでない状態です。

(省略可能) pkgコマンドを使用して、ブート環境上のパッケージを更新できます。

たとえば、pkg installコマンドと -Rオプションを使用して、ブート環境上の特定の
パッケージを更新できます。

$ pkg -R /mnt install packagename

ここで、/mntはブート環境のマウントポイントです。

注 –リブートする前にブート環境をマウント解除します。

詳細は、pkg(1)のマニュアルページを参照してください。

ブート環境のマウント解除
beadmコマンドを使用して、既存のブート環境をマウント解除できます。

注 –現在ブートされているブート環境をマウント解除することはできません。

▼ 既存のブート環境をマウント解除する方法

ブート環境をマウント解除するには、次のように入力します。
$ beadm unmount beName

ブート環境の破棄
システムの空き容量を増やす場合は、beadmコマンドを使用して既存のブート環境を
破棄できます。

2

●
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次のような仕様があります。

■ 現在ブートされているブート環境を破棄することはできません。
■ beadm destroyコマンドを使用すると、x86用GRUBメニューまたは SPARC用
ブートメニューから破棄されたブート環境のエントリが自動的に削除されます。

■ beadm destroyコマンドで破棄されるのは、ブート環境のクリティカルデータ
セットまたは非共有データセットだけです。共有データセットは、ブート環境の
ルートデータセット領域の外側にあり、ブート環境が破棄される際に影響を受け
ません。

次の例を参照してください。この例で、BE1と BE2は rpool/exportデータセット
と rpool/export/homeデータセットを共有しています。データセットには、次の
ものがあります。

rpool/ROOT/BE1

rpool/ROOT/BE2

rpool/export

rpool/export/home

次のコマンドを使用して BE2を破棄します。

beadm destroy BE2

ブート環境 BE2が破棄される際、共有データセット rpool/exportと
rpool/export/homeは破棄されません。次のデータセットが残ります。

rpool/ROOT/BE1

rpool/export

rpool/export/home

▼ 既存のブート環境を破棄する方法
ブート環境を破棄するには、次のように入力します。
$ beadm destroy beName

注 – beadm destroyコマンドは、ブート環境を破棄する前に確認を求めます。この確
認要求を行わずにブート環境を強制的に破棄するには、beadm destroyコマンドに -F

オプションを追加します。ブート環境がマウントされている場合でも強制的に破棄
するには、-fオプションを追加します。

●
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ブート環境のカスタム名の作成
beadm renameコマンドを使用すると、既存のブート環境の名前を変更できます。こ
のコマンドを使用すると、ブート環境のカスタム名、つまり特定の状況に合わせて
より意味のある名前を作成できます。たとえば、ブート環境の名前を変更し
て、ブート環境をどのようにカスタマイズしたかを示すこともできます。ブート環
境のデータセット名も、新しいブート環境名に適合するように変更されます。

注 –アクティブなブート環境の名前を変更することはできません。アクティブでない
ブート環境の名前だけを変更できます。また、現在ブートされているブート環境の
名前は変更できません。アクティブなブート環境の名前を変更するには、まず別の
ブート環境をアクティブにしてその環境をブートしてください。その後、アク
ティブでないブート環境の名前を変更できます。

▼ ブート環境の名前を変更する方法
次のコマンドを使用して、ブート環境の名前を変更します。
$ beadm rename beName newBeName

注 –新しい名前がすでに使用中の場合、beadm renameコマンドは失敗します。

●
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beadmでのゾーンのサポート

ゾーン区分技術は、オペレーティングシステムサービスを仮想化し、安全で隔離さ
れたアプリケーション実行環境を提供します。各Oracle Solarisシステムは大域
ゾーンです。大域ゾーン内には、特定の非大域ゾーンを作成することができます。

使用しているシステムでの非大域ゾーンの作成および管理については、『System
Administration Guide: Oracle Solaris Zones, Oracle Solaris 10 Containers, and Resource
Management』のパート II「Oracle Solaris Zones」を参照してください。

beadmユーティリティーには、非大域ゾーンのサポートが追加されています。

ゾーンのサポートの制限事項
beadmユーティリティーとその関連プロセスには、非大域ゾーンのサポートに関し
て、次の制限事項があります。

■ pkgコマンドでアップグレードされるのは ipkgブランドゾーンだけです。
■ beadmユーティリティーは非大域ゾーン内ではサポートされません。
■ 非大域ゾーンのサポートは ZFSのサポートに限定されています。ZFS上にない場
合、ゾーンはサポートされません。

■ rpool/ROOT名前空間ではゾーンはサポートされません。非大域ゾーンの複製やコ
ピーが行われるのは、元のゾーンが大域ゾーンの共有領域内、たとえば
rpool/export内や rpool/zones内にある場合だけです。

■ beadmユーティリティーはシステム上の非大域ゾーンに影響を与えますが、beadm

ユーティリティーはゾーンの情報を表示しません。ブート環境のゾーンの変更内
容を確認するには、zoneadmユーティリティーを使用してください。たとえ
ば、システム上の現在のゾーンのリストを表示するには、zoneadm listコマンド
を使用します。

詳細は、zoneadm(1M)のマニュアルページを参照してください。
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ゾーンのサポートの仕様
beadmコマンドは、ブート環境内の非大域ゾーンに次のように影響を与えます。

beadm create beadm createコマンドを使用してブート環境を複製すると、その
ブート環境にあるすべてのサポート対象ゾーンが新しいブート環
境にコピーされます。

beadm destroy アクティブでないブート環境を破棄すると、そのブート環境に属
しているゾーンも破棄されます。

beadm mount ブート環境をマウントすると、そのブート環境内のサポート対象
ゾーンは、そのブート環境のマウントポイントを基準として相対
的な位置にマウントされます。

beadm unmount ブート環境をマウント解除すると、そのブート環境内のゾーンも
マウント解除されます。すべてのマウントポイントは、マウント
される前の状態に戻ります。

beadm rename ブート環境の名前を変更しても、そのブート環境にあるゾーンの
名前や、それらのゾーンに使用されているデータセットの名前
は、変更による影響を受けません。ゾーンとそのブート環境との
関係は、変更による影響を受けません。

ゾーンの命名規則
beadmユーティリティーは、beadmプロセスに関連するゾーン命名タスクをすべて自
動的に処理します。参考までに、この節では beadmユーティリティーで自動的に使用
されるゾーン命名規則について説明します。

ゾーンのルートデータセットの名前は、次の形式で表されます。

<zonepath dataset>/ROOT/<zone root>

たとえば、次のように作成します。

rpool/zones/zone1/ROOT

あるブート環境から別のブート環境にゾーンがコピーされるときは、ゾーンの
ルートデータセットの下にあるデータセットだけがコピーされます。

ゾーンブート環境の間でデータセットを共有することができます。共有データ
セットは、次の形式で表されます。

<zonepath dataset>/export

たとえば、次のように作成します。

ゾーンのサポートの仕様
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rpool/zones/zone1/export

共有データセットは、ゾーンを構成する際に明示的に追加する必要がありま
す。ゾーンのデータセットの複製時に、共有データセットは複製されません。

例 3–1 非大域ゾーンの例

この例では、2つの非大域ゾーンを含んでいるブート環境を複製する場合の、beadm

createコマンドによるゾーンへの影響を示します。

■ 元のブート環境の名前は opensolarisで、データセットは
rpool/ROOT/opensolarisにあります。

■ z1というゾーンが存在し、そのゾーンパスとしてデータセット rpool/zones/z1が
あります。ブート環境には、データセットのコピーが rpool/zones/z1/ROOT/zbe

にあります。

次のコマンドを実行して、ブート環境を複製し、新しいブート環境に opensolaris-1

という名前を付けます。

beadm create opensolaris-1

新しいブート環境のルートデータセットは rpool/ROOT/opensolaris-1にありま
す。新しいブート環境では、ゾーン z1のコピーのルートデータセットは
rpool/zones/z1/ROOT/zbe-1にあります。

注 –各データセットのZFSプロパティーにより、元のデータセットと複製された
データセットの関係が追跡され、非大域ゾーンとその親ブート環境の関係が追跡さ
れます。

追加情報
Oracle Solarisオペレーティングシステムの詳細については、次の関連情報を参照して
ください。

表 3–1 Oracle Solaris Documentation

ドキュメント 説明

『Oracle Solaris 11 Express入門』 Oracle Solarisオペレーティングシステムのイン
ストールおよびアップグレードの手順

『Oracle Solaris 11 Express Image Packaging System
ガイド』

パッケージマネージャーおよび pkgコマンドを
使用して、Oracle Solarisシステムに対して
パッケージのインストールと更新を行う手順

追加情報
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付録: beadmリファレンス

beadmコマンド /usr/sbin/beadmを使用すると、ユーザーのブート環境を管理できま
す。次の表は、beadmユーティリティーのサブコマンドとオプションをまとめたもの
です。

beadmコマンドリファレンス

表 4–1 beadmコマンド

サブコマンド 説明

beadm コマンドの使用法を表示します。

beadm activate 次回のリブート時に beNameをアクティブなブート環境にします。

構文: beadm activate beName

4第 4 章
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表 4–1 beadmコマンド (続き)
サブコマンド 説明

beadm create 新しいブート環境名 beNameを作成します。-eオプションを指定しないかぎり、新しい
ブート環境は現在実行中のブート環境のクローンとして作成されます。

構文: beadm create [-a] [-d description] [-e non-activeBeName | beName@snapshot] [-o

property=value] beName

-a –作成と同時に、新しく作成されたブート環境をアクティブにします。デフォルトで
は、新しく作成されたブート環境をアクティブにしません。

■ -d description –この内容は、x86用GRUBメニューまたは SPARC用ブートメニューに表
示する、この新しいブート環境のタイトルに使用します。このオプションが指定されて
いない場合は、beNameがタイトルとして使用されます。

-e non-activeBeName –既存のアクティブでないブート環境から新しいブート環境を作成
します。デフォルトでは、アクティブなブート環境からブート環境を作成します。

-e beName@snapshot – beNameというブート環境の既存のスナップショットから新しい
ブート環境を作成します。

-o property=value –特定の ZFSプロパティーを使って新しいブート環境のデータセット
を作成します。複数の -oオプションを指定できます。-oオプションの詳細は、zfs(1M)

を参照してください。

beName –作成するブート環境の名前。

beName@snapshot – beNameというブート環境の既存のスナップショットの名前。

beadm create

beName@snapshot

beNameという既存のブート環境のスナップショットを作成します。

構文: beadm create beName@snapshot

beName@snapshot –スナップショット名には beName@snapshotdescriptionの形式を使用する必
要があります。この場合、beNameはスナップショットの作成対象となる既存のブート環境の
名前です。カスタムの snapshotdescriptionを入力して、スナップショットの日付または目
的を特定します。

beadm destroy beNameというブート環境を破棄するか、ブート環境の既存のスナップショット
beName@snapshotを破棄します。ブート環境を破棄する前に確認を求めます。

構文: beadm destroy [-fF] beName | beName@snapshot

-f –ブート環境がマウントされている場合でも強制的に破棄します。
-F –確認を求めずにブート環境を強制的に破棄します。

beadmコマンドリファレンス
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表 4–1 beadmコマンド (続き)
サブコマンド 説明

beadm list beNameという既存のブート環境に関する情報を表示します。beNameを指定しない場合は、す
べてのブート環境に関する情報を表示します。デフォルトでは、追加情報なしでブート環境
の一覧が表示されます。

構文: beadm list [-a | [-ds] [-H] [beName]

-a –ブート環境に関する利用可能なすべての情報を表示します。この情報には、従属
データセットおよびスナップショットが含まれます。

-d –ブート環境に属しているすべての従属データに関する情報を表示します。

-s –ブート環境のスナップショットに関する情報を表示します。

-H –ヘッダー情報を表示しないようにします。出力の各フィールドは、セミコロンで区
切られます。
ヘッダー情報のない表示例を次に示します。

BE2:no:yes:mounted:/pool1/BE/BE2:6.2G;;;

ヘッダー情報がない場合は、次の区切り文字で表示情報が識別されます。

■ ; –ブート環境、データセット、ゾーン、およびスナップショットを区切ります。

■ : –ブート環境、データセット、ゾーン、およびスナップショットの属性を区切りま
す。

■ , –複数のデータセット、ゾーン、およびスナップショットを区切ります。

■ 複数のブート環境は、復帰改行 (空行)で区切ります。

注 – -pオプションはほかのオプションと組み合わせることができます。

beName – beNameを指定しないでこのコマンドを実行すると、すべてのブート環境の情報
が表示されます。

beadm mount マウントポイントで beNameというブート環境をマウントします。マウントポイントは、既
存の空のディレクトリにする必要があります。

構文: beadm mount beName mountpoint

注 –リブートする前にブート環境をマウント解除します。

beadm rename beNameというブート環境の名前を newBeNameに変更します。

構文: beadm rename beName newBeName

beadm unmount beNameというブート環境をマウント解除します。

構文: beadm unmount [-f] beName

-f –ブート環境が現在ビジー状態であっても強制的にマウント解除します。

beadmユーティリティーの詳細については、beadm(1M)のマニュアルページを参照し
てください。

beadmコマンドリファレンス

第 4章 • 付録: beadmリファレンス 29



30


	Oracle® Solaris 11 Express ブート環境の管理
	ブート環境の概要
	複数のブート環境を使用する理由
	パッケージマネージャーと Update Manager の GUI
	beadm ユーティリティーの機能
	beadm ユーティリティーの要件
	現在のリリースの制限事項

	beadm ユーティリティーの使用 (作業)
	既存のブート環境とスナップショットの表示
	使用しているブート環境、スナップショット、およびデータセットに関する情報を表示する方法

	ブート環境の作成
	ブート環境を作成する方法
	アクティブでないブート環境からブート環境を作成する方法

	ブート環境のスナップショットの作成
	ブート環境のスナップショットの作成方法

	既存のスナップショットの使用
	既存のスナップショットからブート環境を作成する方法

	デフォルトのブート環境の変更
	既存のブート環境をアクティブにする方法

	アクティブでないブート環境のマウントと更新
	ブート環境をマウントする方法
	ブート環境のマウント解除
	既存のブート環境をマウント解除する方法


	ブート環境の破棄
	既存のブート環境を破棄する方法

	ブート環境のカスタム名の作成
	ブート環境の名前を変更する方法


	beadm でのゾーンのサポート
	ゾーンのサポートの制限事項
	ゾーンのサポートの仕様
	ゾーンの命名規則
	追加情報

	付録: beadm リファレンス
	beadm コマンドリファレンス


